
2026.2.1.顕現後最終主日礼拝（YRCC） 

  聖書箇所:詩篇42篇1~11節 
「思い起こす」 

【1】コラ人のマスキール 
・「指揮者のために。コラ人のマスキール」 

  ―コラ人：賛美をもって主に仕えるレビ人の仲間(Ⅱ歴代誌 20:19) 
―マスキール：「音楽を伴って演奏される知恵の歌1」等 

 
・信仰者である「コラ人」の現在地 

―エルサレムから遠く離れたイスラエル北方の地へ（参照 42:6） 
 

 
【2】幸いな日々を思い起こす 
 ・信仰者のたましいの渇き 

―水を求めて必死にあえぐ鹿に自らを重ねる 
―礼拝をささげていた日々を思い起こす(42:4) 
―「お前の神はどこにいるのか」(42:3,10)という敵対者の嘲り 
 

 ・たましいの渇きの原因 
―「生ける神」が心の渇きを潤す「いのちの泉」の源 
「いのちの泉はあなたとともにあり あなたの光のうちに 私たちは光を見る
からです。」(詩篇 36:9) 
―「生ける神」から離れると… 
「…いのちの水の泉であるわたしを捨て、 多くの水溜めを自分たちのため
に掘ったのだ。 水を溜めることのできない、 壊れた水溜めを。」(エレミヤ
2:13) 

 
【3】あなたを思い起こします 
 ・信仰者の告白 
  ―自分の現実を正直に告白 
  ―「私の神」に心を留める 
  
 ・信仰者の試練、混乱、苦難の受け止め 
  ―すべてのことにおいて神の主権を認める 
   →ゆえに、恵みを受け、賛美を口ずさみ、いのちの神に祈った 
 

・「待ち望む」(ﾔｰﾊﾙ)：身動きの取れない状況に置かれながらも、なお信頼をもっ
て待ち続けること2。 

 
▶どのような状況の中にあろうとも、たましいの渇きを満たすことのできる
神を思い起こし、神を待ち望むことができますように。 

 
1HALOT, s.v. “ הכָֻשׂמְ ,” 2:641. 
2HALOT, s.v. “ לחי ,” 2:407. 

https://accordance.bible/link/read/HALOT#11365
https://accordance.bible/link/read/HALOT#8433

